
当日、額縁・コサージュのどちらかが選べます。 

樋
ひ

口
ぐち

一
いち

葉
よう

は、1892（明治25）年に「闇
やみ

桜
 ざくら

」を発

表し、小説家への第一歩を踏み出しました。一葉

の世界に思いを馳せながら、桜のアクセサリーを

創作してみませんか？ 

令和8年度特設展 

「一葉さん、おじゃまします～模型と写真で再現する樋口一葉の世界～」関連事業 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 令和 8 年 10 月 25 日（日）13:30 - 15:30 
                     （受付 13:00～） 

場 所 山梨県立文学館 研修室 

講 師 飯島 薫 (つまみ細工作家) 

対 象 小学生以上 20 名（子どものみ、大人のみの参加可。参加するお子様 

に付き添われる方がいらっしゃる場合は、お電話でお申込みください。 
また欠席された場合は、１週間以内に来館し、材料と引き替えに材料費を 
お支払いください ） 

内 容 講師の指導のもと、つまみ細工で桜のアクセサリーを制作します。 

材 料 費  １人 500 円（当日受付にて現金でお支払いください） 

持ち物 眼鏡やルーペ（必要な方） 

申 込  9月8日(火)から電話(055-235-8080)または文学館HP 
イベント欄申込フォームで受け付けます。 

        先着順で定員になり次第締め切ります。 
キャンセル待ちはございません。 
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